
  

 
 

 

いわて MTDLP通信 

NO.13 2023.3 

発⾏ ︓ MTDLP 推進委員会（笠原、佐藤） 

 

 

発表者の松⽥早夜⼦さんへ聞いてみました (^^) 

Q．今回、MTDLP の実践をしてみようと思った理由は︖ 

A．事例の⽬標としている⽣活⾏為が明確であり意欲も⾼い⽅であったため、導⼊を考えました。また研修として通所リハ  

に配属されており、短期間でより⽬標まで近づけることが出来るよう考え⽅や共有のツールとして適当と思いました。 

Q．MTDLP の実践報告に向けて、ファシリテーターとのやり取りも含めて取り組んでいる中で感じたことはありますか︖ 

A．ファシリテーターとのやりとりの中で、私が気づけていなかった視点を学ぶことができたり、もっと考えを深めること

が出来たと感じます。また直接的な介⼊の他、普段の事例とのやりとりから気づくこと、⽀援に繋がることが多かった

と思いました。 

Q．MTDLP の実践報告を終えて、今後の現場でどのように活かしていきたいですか︖ 

A．⽀援の進⾏状況を整理したり、対象者の希望や本来の⽬標･⽬的を明確に持つことでチームとして⼀貫性を持った⽀援

ができるよう活⽤していきたいです。 

 

◾ INTERVIEW 

MTDLP事例検討会をWeb開催しました︕   令和5年2⽉25⽇（⼟）13︓30〜15:40    

  

◾ 第 23回事例検討会報告 

発表タイトル 

① サークル活動の再開に向けMTDLPを活⽤した事例 

        川久保病院 松⽥ 早夜⼦ さん 

② MTDLP委員より事例提⽰（地域ケア病棟での事例） 

            南昌病院 阿部 保弘 さん 

参加者 

７名（ 発表︓２名 聴講︓１名 MTDLP委員︓５名 ） 

感想 
 

コロナ禍で活動が制限される中、⾝体機能低下を感じ通所サービス利⽤に⾄ったという、今の世情にぴったり
と合う報告でとても参考になりました。 

 
MTDLPの事例検討では、皆さんの取り組みをお聞きすることで悩みを共有してちょっと安⼼できたり、解決
への⽷⼝を知ることができたり…、参考にさせていただく事がたくさんあります。今回も発表を通して、作業
療法⾃体を再確認できたなあ、と改めて感じました。こういう体験、もうちょっと多くの会員にも共有できれ
ば良いですね。 

◾ MTDLPアンケート調査へのご協⼒ありがとうございました︕   

 
アンケート期間︓12 ⽉ 20 ⽇〜1 ⽉ 25 ⽇ 回収率︓30％（回答者 199 名/県⼠会員 651 名） 

多くの県⼠会員から⼤変貴重なご意⾒をいただきました。設問が多いにも関わらず、ご回答いただき誠にありがと

うございました。アンケート結果については、来年度の「MTDLP 通信」で⼀部お知らせ致します。 

「したい」を「できる」に!

生活行為向上マネジメント

       岩手県作業療法士会


